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今回は、2024 年11 月から 12 月末までに実施された 

親楽を紹介します。どれも主催者の願いと参加者の実態に 
あわせた素敵な会になりましたので報告します。 
 
 
 
 
 

TOPIC 

・PTA 第8 ブロック研修会で親楽 

・恵曇小、持田小研修会で親楽

≪参加者の感想≫ 
・先輩パパママさんの話が聞けて大変参考になった。 

・もっとこうしてあげたらいいんだなということだらけで、できることからチャレンジしたい。 

・普段あまり話さない親とも話せていい機会になった。

親楽ファシリテーター通信

松江市 PTA 連合会第８ブロック　親楽　１１月１０日（日） 
　島根小学校で市P 連第８ブロック（島根小・中学校、本庄小・中学校、美保関小・中学校、八束学園）研修会での親楽は、松
江市主催「おしゃべり広場」のプログラムを取り入れて実施しました。各校の教頭先生や PTA 役員さんが集まったこの会では、まずバ
ースデイチェーンでグループを作り、「こんなこどもに育ってほしい」（ランキング）でグループの考えを共有したのちに「子育ての喜び・悩
みをみんなでおしゃべり」（ラベルワーク）という流れでワークを行いました。各グループの教頭先生方に率先して“どんどん”話してもら
い、グループワークは終始活気にあふれていました。校区をこえた親同士の交流がさらに広がっていくことを願うところです。 
　また、今回は新人ファシリテーターさん２名にサポート・見学をしてもらうことで、ファシリテーターとしての学びの場にもなりました。 
22名参加（保護者、教職員）　土川　泰　ファシリテーター、高橋　一平（サポート）、玉木　理絵（サポート） 
〈プログラム名〉　「こんなこどもに育ってほしい」【ランキング】→「子育ての喜び・悩みをみんなでおしゃべり」【ラベルワーク】 
〈内容〉アイスブレイク：バースデイチェーン 

ワーク： ２つのワークを連続で実施後、ワークシート記入 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者の感想 
・こどもとの会話の喜びを改めて感じました。 
・子育ての悩みは、各家庭で様々です。親の思いもいろいろだなと思いました。“喜び”を言葉にすると、本当に毎
日のささいな日常が幸せだなと改めて感じました。 
・楽しく話し合いができました。悩みも話すことで、小さいことだと思いました。こどもと一緒にいる時間を楽しく過ごし
たいと思います。 
・「生まれてきてくれてありがとう」というカードにハッとさせられた。10 年前にそんな気持ちになっていたらなと反省し
かなかった。 
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E-mail　:　oyagaku@city.matsue.lg.jp 
 

☆皆様からのご意見や情報提供、お待ちしております。どうぞよろしくお願いします。 

参加者さんは意見交換で大盛り上がり！ みんなが発表グループに注目していました！

恵曇小学校保護者研修会　親楽　１１月２１日（木） 
　恵曇小学校音楽室で実施した親楽は、部屋の広さや床のじゅうたんなど環境も整い、アイ 
スブレイクから終始和気あいあいとした雰囲気でした。「おわりに」での秋山ファシリテーターの 
メッセージが参加者さんにも好評で、プログラム後にも子育てについての質問がありました。 
18名参加（保護者、教職員）　秋山　さおりファシリテーター、川神　朋子（サブ） 
〈プログラム名〉　「心に響く伝え方」【ロールプレイ】 
〈内容〉アイスブレイク：プロフィールビンゴ→ペアでワーク→分かち合い→おわりに 
　参加者の感想 
　・保護者の方とも一緒にこどもへの声のかけ方、接し方を考えることができ、良い機 

会でした。「あ・あ・あ・ご」心にとめて日々過ごしたいです。 
・ふだんのこどもとの関わりを思い出しながら、とても自分事として考えることができた 
貴重な時間でした。 
・こどもが気分よく聞いてくれる伝え方をしていきたいと思います。ファシリテーターの 
方の言葉がとても参考になりました。 

持田小学校保護者研修会　親楽　１１月２１日（木） 
　恵曇小親楽とほぼ同じ時間帯に、持田小学校体育館でも親楽を実施しました。プログラム前に参加者さんには、低学年向けと高
学年向けの２種類のワークから選んでもらう形で実施したため、積極的にワークに臨む様子が見られました。研修会の様子を保護者
だけではなく、地域の方や公民館長さんも大変興味深そうに見学されていました。 
 また、今回新人さん２名もファシリテーターデビューを果たし、親楽普及に向けて今後が楽しみです。 
43名参加（保護者、教職員、地域の方）　高橋　一平ファシリテーター、玉木　理絵ファシリテーター、原田　京美（サポート） 

〈プログラム名〉　低学年「しかる基準は？」【ランキング】、高学年「家庭学習の習慣をつけるために」【ラベルワーク】 
〈内容〉アイスブレイク：バースデイチェーン → ワーク → 分かち合い（グループ・全体発表）→ おわりに 
　参加者の感想 
　・家庭でのコミュニケーションや取組を改めてみんなで考えられたと思いました。 
　・自分の考えていたことと同じことを思っている方もたくさんいて、話が盛り上がった。 
　・保護者と先生が一緒になって話し合う機会は、非常に大切だと思います。よい研修だと思いました。 
　・ワークショップという形は、自分では気づけないことに気づけて参考になった。聞くだけの研修に比べて話の内容が身

についたと感じた。 
 
 
 
 
 
 
 

３つの「あ」と「ご」の贈り物
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